















































 彭城に在りし日、定国と九日黄楼の会を為す。今復た是の日を以て宋に相遇う。凡そ十五年、憂楽出処、勝げて言う可からざる者有り。而して定国は道 学びて得ること有り。百念 　
灰のごとく冷めて顔益ます壮なり。






















































































































































































































































































































































































































































する された。 『春秋左氏伝』昭公四年に、 「冀の北土は、馬の生ずる所」とある。また、馬の鑑定の名人と伝えられる伯楽に言及し 、 韓







宋代も基本的にこれを踏襲した。このうち京師の治下 置かれたのが赤県で、例えば東京開封の治下では開封県と祥符県、西京洛陽の治下では河南県と永安県がこれに当たる（ 『元豊九域志』巻一） 。程
筠
がこれらの地の県令に任じら
れたという記録は存しないが、前掲『新安文献志』 （巻八〇）などには、陳留県の知県（唐代の県令に相当）となった記事が見える。ここでは或いはそのことを言うのかもしれない 但し陳留県は はなく畿県。唐代では望県） 。
13○政声 　














































































































なって、 （名馬を産する）冀北 地はいまや空っぽになってしまった。赤県の令たるあなたは、いにしえぶりを以て任地を治められたため、 施政の声誉がま くまに宮中にとどき、かくして朝廷は
?
の如き逸材の























































































































































































































































































































二首」その二（ 『杜詩詳注』巻一五）に、 「留滞す 　
一老翁、時を書し
て朝夕を記す」とある（この「時を書す」は、時事を記す意） 。一句について、万里集九は以下の二説を掲げる。江西龍派（続翠）は、谷林堂に詩を題して年月と姓名とを記すことを請われた蘇軾が それに対して返答したものだという。瑞渓周鳳（北禅）は、 およそ詩を題する場合は年月 のが普通だが、 昔も今も隔たりなく同じなのだから、年月を記す必要はないのだ いう 『四河入海』巻三の四） 。
 
　



































































































































 ○兵部尚書を以て召還され、揚州より都 開封へ向かう途中の作（孔凡礼『蘇軾年譜』下冊一〇五九頁） 。○種松 　蘇軾は、自ら松を栽培することにしばしば言及しており、 「松を種
ううる法」 （ 『蘇軾文集』巻七三）と題する文では、














































































































































































































































































































































































































































































































































す」 とある。 『酉陽雑俎』 巻一八に 「松の命根は、石に遇えば、則ち偃蓋すること必ず も千年ならざるなり」 とあ 。ここでは『四河入海』巻一の三の一韓智
?
の聞書に「其ノ偃（シ）テマガルハ、ワルウ松ガ病デハナイゾ。其（レ）










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































をおこない、覇王庁というふるい建物を撤去して新たに黄楼を築き（ 『蘇東坡詩集』第四冊六五五頁に収める「范祖禹に答う」詩の原注を参照） 、 元豊元年九月九日に落成を祝う式典をおこなった。王鞏もこれに出席した（孔凡礼『蘇軾年譜』上冊四〇三頁） 。蘇軾はこのとき「九日 　
黄楼の作」 （ 『合注』巻一七）などの詩を作っている。○相遇 　
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た今見ても何ら異なるところはないと答え と、仏はそこで、 「大王 、汝 　
面は皺よると雖も、此に精性未だ曾て


























































































































































































































































































































































































































































































































あったという話 （ 『太平広記』 巻四七五に引く 『異聞録』 ） 。
4○転頭 　
頭を回す。ここでは寝返りを打つ短い間のこと。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蘇轍が車を急がせて橋のたもとまで迎えに来ることをいう。青蓋は車の青いほろ。劉公幹 「公讌の詩」 （ 『文
選』巻二〇）に、 「輦車は素蓋を飛ばし、 従者は路傍に盈つ」とある。蘇軾も「岐亭 　
五首」の叙（ 『合注』巻二三）に、

























































































































































































































































ことに悩む。 「古詩十九首」その一五（ 『文選』巻二九） 「昼は短く夜の長きに苦しむ、何ぞ燭を秉りて遊ばざ 」とある。
6〇展転一句 　








 二首」その一（ 『蘇東坡詩集』第二冊一〇六頁）の注を参照。〇更鼓 　
夜中に時刻を知らせ


































の越のことを思ってい のではないかと懸念した楚王が、 「彼 　
越を思えば則ち越声ならん、越を思わざれば則ち楚





















（フ）心モヨイ歟ゾ。然レドモ越（ヲ）乞（フ）ハ、 公ノ自注ナレバ、 越（ヲ）思（フ）ノ義ガヨイ歟ゾ」とある。 〔原注〕〇時方請越 　
『続資治通鑑長編』巻四七八に「元祐七年十一月癸卯、 兵部尚書蘇軾
 越州を乞う、 允
ゆる
さず」とある。
 
 
　
朝廷へ呼び戻されたのは夢のよう、 宮
きゆう
城じよう
の（あざやかな）金色と瑠璃色に目がくらみます。またもや、 お歴々
の居並ぶ中に割り込むことになりましたが、山林に棲む鹿のようなこの身を無理して預けているのです。
 
 
　
苦労の多い人生で、 昼は時間が短いのが恨めしく、 夜は夜で思い悩んで寝返りばかり打って眠れないのです。
黙然と坐したままで太鼓が時を告げるのを数えていると、体内の脈流が夜の間に蘇ります。
 
 
　
永年の友であるあなたは
 私の身の上をあれこれ案じてくださいますが、この済世の志をどうしたら実現で
きましょうか。越
えつ
を思う私のうた声が
 あなたには聞こえるでしょうか、この病
びよう
莊そう
?せき
の胸中を誰が思いやって
くれましょう。
 
 （担当 　
原田直枝）
 
